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2022年度 年間見通し

 基礎収益の着実な伸長を踏まえ、2022年度年間見通しを7,000億円から8,000億円に上方修正

当社株主帰属当期純利益

4,000億円に向けた
収益基盤の構築

5,000億円の
足場固め

期初計画
7,000

（億円）

（年度）

修正見通し
8,000

：基礎収益（億円）

：連結純利益（億円）

BND 2017 BND 2020 2020年度
経営計画 BND 2023

8,000億円の
収益ステージ
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 市場環境・キャッシュアロケーションの状況を踏まえ、350億円の自己株式取得を決定
(総還元性向:期初計画27%⇒追加還元後30%)

 1株当たり配当金は前期比30円増額の140円/株下限に増配
(期初見通し比+10円、総額約+150億円)

 ステップアップ下限配当の実施と2023年度までに配当性向30%をコミット
(「Brand-new Deal 2023 新配当方針」を継続)

2022年度 配当金

自己株式取得

2022年度 配当金・自己株式取得

ステップアップ
下限配当

（累進配当継続）

2023年度までに
配当性向30%
コミットメント

1株当たり配当金（円）

+

（年度）
自己株式取得額

(億円）
7年連続、継続的に自己株式取得を実行(予定)

機動的・継続的な
自己株式取得

162 279 680 620 135 600

９期連続増配

350*

 年間見通し上方修正+1,000億円の半分を株主還元に配分
(配当+150億円、自己株式取得+350億円)

*10/4決議分


	2022年度 年間見通し
	2022年度 配当金・自己株式取得

